








桒原桂 1), 5)、久住由和 5)、石上和男 2), 5)、前田智子 4), 5)、
佐藤隆子 3), 5)、斎藤美津子 5) 
1) 新潟医療福祉大学 言語聴覚学科 






















2004 年 4 月以降に誕生した難聴児の保護者で、難聴児の
年齢は 2017 年 3 月 31 日の時点で 0 歳から 12 歳である。
アンケートは、新潟医療福祉大学の倫理審査（承認番号
17708－160701）承認後、2016 年 11 月 1 日から 2017 年














































が 27.2％、「受けなかった」が 48.8％、「無回答」が 25.0％
であった。支援を「受けた」と回答した保護者からどのよ
うな支援内容であったかを自由記述で書いてもらった内
容に関して現在分析を進めている。発表の中で保健師に対
して保護者が何を望んでいたのかを詳しく述べる。 
 
【結論】新生児聴覚検査が担う早期発見に関しては、効果
が既に出てきているが、早期支援体制の整備はまだ充分で
はない。その中で保健師の役割について取り上げ、難聴児
とその家族に対する支援のあり方の現状を述べていく。 
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